
ま
え
が
き

松
崎
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（
同
志
社
女
子
大
学
）

津
田
英
史
さ
ん
が
二
O
一
五
年
九
月
一
三
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

一
九
五

O
年一

O
月
二
日
に
生
ま
れ
た
薄
田
さ
ん
は
、
享
年
六
四
歳
で
あ
っ
た
。

津
田
さ
ん
は
、
兵
庫
県
立
高
校
に
在
職
中
の
一
九
八
八
年
度
（
三
八
歳
）
か
ら
二

年
間
、
神
戸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
で
、
浜
本
純
一
逸
先
生
に
学
ば
れ
た
。
そ
の

時
以
降
、
浜
本
純
逸
先
生
主
宰
の
〈
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
〉
を
学
び
合
う
両
輪

の
会
で
、
切
礎
琢
磨
し
合
っ
た
同
人
が
、
津
田
さ
ん
の
遺
徳
を
顕
彰
し
て
、
こ
の
冊

子
を
作
る
こ
と
に
し
た
。

本
冊
子
は
、
ま
ず
、
津
田
英
史
さ
ん
の
人
生
と
著
作
を
た
ど
る
。

次
に
、
「
読
む
い
か
通
信
」
、
「
枠
組
み
作
文
」
等
、
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
る
実

践
を
創
造
さ
れ
た
津
田
さ
ん
の
国
語
教
育
理
論
と
実
践
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
、
三
九
歳
か
ら
本
格
的
に
創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
短
歌
も
、
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
の
沢
田
英
史
の
作
品
を
読
み
解
い
て
い
く
。

最
後
に
、
津
田
さ
ん
と
交
流
の
あ
っ
た
方
々
に
、
津
田
さ
ん
の
思
い
出
を
語
っ
て

い
た
だ
く
。

こ
の
よ
う
な
構
成
で
、
津
田
さ
ん
を
偲
び
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
亡
く
な
ら
れ
る
一
年
弱
前
の
文
章
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
で
も
、
ほ
ん
と
う
に
、
な
ぜ
歌
を
つ
く
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
：
：
：
」

「
：
：
：
何
か
を
創
り
出
す
こ
と
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ほ
ど
人
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ

と
は
な
い
ね
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
無
化
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
時
の
流
れ
、
そ
れ
に

あ
ら
が
っ
て
た
と
え
わ
ず
か
で
も
自
己
の
生
き
た
証
を
と
ど
め
よ
う
と
す
る
の
は
、

大
切
な
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
」

「
創
造
の
喜
び
と
は
た
だ
作
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
り
上
げ
た
も
の
が
享
受
さ

-1-

れ
、
共
感
を
か
ち
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
と
昔
日
ん
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
」

（
沢
田
英
史
「
歌
を
よ
む
っ
て
」
・
『
ポ
ト
ナ
ム
』
一
一

O
一
四
年
六
月
号

六
二

1
六

三
頁
）津

田
さ
ん
、
あ
な
た
の
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
、
短
歌
は
、
時
を
超
え
て
、
共

感
を
か
ち
え
て
残
っ
て
い
き
ま
す
よ
。

「
か
な
ら
ず
や
さ
わ
だ
え
し
は
不
死
鳥
の
ご
と
く
よ
み
が
え
る
こ
の
冬
越
し
て
」

（
『
ポ
ト
ナ
ム
』
二

O
一
四
年
三
月
号
）


